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８日(土)前線の停滞続く
九州～東北南部に停滞する前線や，
東シナ海の熱帯低気圧の影響で，関
東や北海道の一部を除き全国的に
雨．大阪府能勢で64.5mm/1hな
ど，局地的に非常に激しい雨．

９日(日)秋雨前線の活動活発
西～東日本の所々で大雨．鹿児島県
田代で65.5mm/1h．高知県では，清
水で日降水量220mm，魚梁瀬で６日
からの降水量が593.5mm．西日本
では，最高気温が10月下旬並の所も．

10日(月)前線が本州付近に停滞
暖かく湿った空気が流入し，引き続
き前線の活動は活発．全国的に雨が
降り，静岡県御前崎で64mm/1hの非
常に激しい雨．東京都大島北ノ山の
49.5mm/1hは９月１位の値を更新．

11日(火)冬日最早１位タイ
北から高気圧が張り出し前線は南
下．晴れた北海道は冷え込み，沼川の
最低気温－0.9℃は今季富士山除き
全国初冬日，1888年北海道旭川など
と同じく冬日最早．台風第23号発生．

12日(水)硫黄島で海底噴火
前線が停滞し沖縄と西～東日本の
所々で雨．日降水量は，宮崎県日向
で280.5mm，都農で203mm，三重
県尾鷲で188.5mm．各地で短時間
に激しい雨も．北日本では概ね晴れ．

13日(木)四国で局地的な大雨
九州～本州の南にかけて停滞する前
線や湿った空気の影響で西日本は概
ね雨，東日本でも所々で雨．沖縄や北
日本は晴れや曇り．高知県中村で41
mm/1hなど四国中心に激しい雨．

14日(金)西～東日本曇雨天続く
秋雨前線の影響で西～東日本を中心
に雨．沖縄･奄美や北日本では日中は
晴れ．鹿児島県さつま柏原の32.8℃
をはじめ，沖縄～九州･四国では真夏
日の所も．胆振東部で震度４の地震．

15日(土)残暑戻る
北海道は高気圧に覆われ晴れ．その
他は秋雨前線や湿った空気の影響で
曇りや雨だが西から次第に天気回
復，気温上昇．宮崎県赤江で最高気温
33.8℃など西日本115地点で真夏日．

４日(火)台風第21号西日本横断
台風は12時前，非常に強い勢力で徳
島県南部に上陸．14時前，兵庫県神
戸市付近に再上陸．大阪府関空島の
最大瞬間風速58.1m/s，高知県田野
92mm/1hは共に史上１位．

５日(水)台風は温帯低気圧に
台風第21号は，９時に間宮海峡で温
帯低気圧に．北海道白滝35.8m/sな
ど道内22地点で最大瞬間風速が史上
１位更新やタイ．全国で気温上昇し，
三重県尾鷲の最高気温は34.5℃．

６日(木)北海道厚真町で震度７
本州南岸の前線が北上し，西日本は
次第に雨，東日本と東北は概ね晴れ
のち曇り．北海道は寒気が入り所々
で雷雨．北海道の地震は「平成30年
北海道胆振東部地震」と命名．

７日(金)西～東日本に前線停滞
前線に近い西～東日本を中心に雨．
前線に向かって暖かく湿った空気が
流れ込んだ中国，四国を中心に大雨
となった所も．広島県倉橋の62
mm/1hは観測史上１位の記録．
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2018年９月
・４日，台風第21号が四国・近畿を上
陸，北上．高潮の影響で関西国際空
港浸水，暴風で家屋多数損壊等，近
畿地方中心に大きな被害．

・６日３時８分頃，北海道厚真町で震
度７．土砂崩れ多発，全道停電．

・29～30日，台風第24号により沖縄
～関東で暴風，高潮，大雨．

(気象庁予報部予報課)

１日(土)前線停滞
西～東日本に前線が停滞し九州～東
北南部まで雨，島根県浜田で９月１位
の86mm/1hのほか，山陰や北陸な
どでは非常に激しい雨．沖縄・奄美
は晴れや曇り，北海道も次第に晴れ．

２日(日)関東気温上がらず
前線が本州南岸に停滞．西日本～東
北太平洋側は雨や曇り．大分県椿ヶ鼻
61mm/1hなど九州で非常に激し
い雨．前線北側の関東は，東京23.7℃
など最高気温が10月上旬並の所も．

３日(月)台風，日本の南を北上
台風第21号からの湿った空気や気圧
の谷の影響で，西日本の太平洋側や
東日本～北日本は曇りや雨．その他
は概ね晴れ．三重県四日市で未明に
58.5mm/1hの非常に激しい雨．
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24日(月)奄美地方で猛烈な雨
秋雨前線が東シナ海～本州の南に停
滞．鹿児島県小宝島で138.5mm/1h．
気圧の谷の影響で北海道米岡でも54
mm/1hを観測し，史上１位の値を
更新．全国的に曇りや雨の所が多い．

25日(火)伊豆諸島で大雨
暖かく湿った空気により沖縄は雨．
その他の地方は前線に伴う雨雲が東進．
東京都神津島71mm/1hは観測史上
１位，新島57mm/1hは９月１位．西
日本と北海道付近は次第に晴れた．

26日(水)富士山初冠雪
前線が本州南岸に停滞．西～東日本
は次第に雨．北日本は晴れや曇りだ
が一部で雨．沖縄・奄美も湿った空
気の影響で曇りや雨．昨年より27日
早く富士山初冠雪．

27日(木)宮崎市でススキ開花
前線が本州南岸に停滞，前線上に発生
した低気圧は福島県沖を東北東進．
一方，台風第24号は宮古島の南東海
上に停滞．西日本では晴れた所もあ
るが，全国的に雨の所が多くなった．

28日(金)宮古島が暴風域に
沖縄・奄美は台風第24号や前線の影
響で曇りや雨．北日本は気圧の谷の
影響により所々で雨．その他は日本
海の高気圧に覆われ概ね晴れ．沖縄
県下地で最大風速26.6m/sを観測．

29日(土)大型で非常に強い台風
台風第24号が北上，鹿児島県与論島で
最大瞬間風速56.6m/s．前線も次第に
北上，夜，西日本の南岸に停滞．和歌
山県潮岬の日降水量270mmは1913
年の統計開始以来９月１位の値．

30日(日)台風，列島大荒れ
台風第24号は20時頃和歌山県田辺市
付近に上陸後，北東へ．宮崎県西都で
史上１位の最大瞬間風速41.3m/s
など西～東日本の広い範囲で記録的
暴風，高知県では竜巻も．

16日(日)残暑続く
沖縄･奄美～四国は晴れ，近畿～東日
本は湿った空気により，北日本は気
圧の谷の影響でいずれも所々で雨．
昨日の西日本に加えて東海でも真夏
日が戻り，北日本も８月並の気温に．

17日(月)厳しい残暑続く
沖縄・奄美は高気圧に覆われ晴れ．
中国～北日本は湿った空気や気圧の
谷により雨が降ったが，西～東日本
太平洋側と北日本は日中を中心に概
ね晴れ．各地で最高気温が真夏並に．

18日(火)関東で局地的な雷雨
東シナ海の高気圧に覆われ沖縄～東
北は晴れや曇り．関東は大気の状態
が不安定で，茨城県鉾田49.5mm/1
hなど２日連続の雷雨．北海道は気
圧の谷の影響で所々雨．

19日(水)西から天気下り坂
北海道は気圧の谷の影響で所々で雨．
日中は高気圧に覆われて全国的に概
ね晴れ．沖縄～近畿，東海は真夏日．
停滞前線が東シナ海から夜には九州
付近にのび出し，西日本の所々で雨．

20日(木)北海道旭岳で初冠雪
前線が西日本に停滞し，前線に近い
九州で激しい雨．熊本県高森の55
mm/1hは，９月１位の値を更新．一
方，九州南部や沖縄は，高気圧に覆
われ気温上昇，41地点で真夏日．

21日(金)前線停滞
西～東日本に前線が停滞．福岡県大
牟田で33.5mm/1hなど九州の一
部で激しい雨．朝方晴れた北海道で
は最低気温が10月下旬並の所もあ
り，晩秋の趣き．台風第24号発生．

22日(土)西から天気回復
前線や低気圧の影響で全国的に曇り
や雨．和歌山県潮岬で46mm/1hな
ど所々で激しい雨．広い範囲に雨を
降らせた前線は西から南下し，西
～東日本は次第に晴れ間広がる．

23日(日)北海道の冷え込み緩む
前線は本州の南に離れ，西日本～東
北は晴れや曇り．前線に近い沖縄や
奄美，低気圧が接近した北海道は
所々で雨．最低気温は北海道で平年
より高く，平年差＋５℃以上の所も．
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今月のひまわり画像―2018年９月

非常に強い勢力で上陸した台風第21号

第１図 2018年９月４日12時（日本時間）の西日本付近の赤外画像．

第２図 ４日21時の日本付近の赤外画像．

2018年９月は，日本に上陸した台風が２個あり，そ
の一つが台風第21号であった．
第１図は９月４日12時（日本時間）の西日本付近に

おける赤外画像で，台風が徳島県南部に上陸した直後
である．台風に伴う雲域は，眼は明瞭ではないもの
の，白く輝いて見える雲頂高度の高い積乱雲がバンド
状に中心付近を取り巻いている．この時刻の中心気圧
は950hPa，最大風速は85kt（１kt＝0.51m/s）で，
非常に強い勢力で日本に上陸するのは1993年台風第13
号（鹿児島県薩摩半島南部上陸）以来となった．
この台風により，近畿・東海・北陸地方を中心に記

録的な暴風を観測し，大阪湾などでは記録的な高潮と
なった．大阪では14時18分に最高潮位329cmを観測
するなど６地点で過去の最高潮位を．また関西空港で
は13時38分に最大瞬間風速58.1m/sを観測し，極値
更新となった．同空港は高潮や高波の影響により滑走
路が浸水し，さらに連結橋へのタンカーの衝突によ
り，一時孤立状態となった．
台風は同日14時前，神戸市付近に再上陸し，日本海

へ抜けていった．第２図は，台風が日本海に入って数
時間経った同日21時の日本付近の赤外画像である．こ
の時刻の中心気圧は970hPa，最大風速は65kt．台風
の雲域は，まだ活発な積乱雲を伴っているが，円形度
がなくなり，左右対称性が崩れてきている．台風が上
陸している間，エネルギーとなる水蒸気の補給がな

く，日本海で海面水温のより低い海域を進んだことか
ら，衰弱したことが衛星雲画像から見てとれる．ただ
し，一般的に，台風から温帯低気圧へ遷移するとき
は，台風としての雲の形状が崩れても，温帯低気圧と
して再発達し，最大風速が強くなることや暴風域が広
くなることがあるので，注意・警戒が必要である．

（気象庁予報部予報課 河野麻由可)
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